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令和７年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
さて、昨年はコロナ禍以前の社会に戻ってきたとひしひしと感じられる一年とな

りました。

ささゆり作業所におきましては、令和6年4月より活動時間の延長に伴い、生産活
動で取り組む作業確保が心配されましたが、関係諸機関、取引業者のご協力もあり、
一年を通じて作業が切れることもなく、ご利用者が日々の活動に活気あふれる毎日
となりました。

一昨年、昨年に続き、社会の変化として物価高騰に歯止めがかかりません。様々
な価格が上昇する中、物価高騰以上の「工賃向上」を引き続き目指していかなけれ
ばならないと痛感しております。
本年もご利用者の「工賃向上」を目指し、一人一人が社会の一員として活躍でき

る場所となれるよう、職員一同、精一杯の努力を重ねて参りたいと考えております。
また、ささゆり作業所は引き続き、「ディーセントワーク」（働きがいある人間ら
しい仕事）の推進に取り組み、障がいある方が「はたらくとは何か」を日々、追求
しながら、はたらく喜びややりがいを感じていただけるよう、一歩ずつ、歩みを止
めることなく進んでいく所存でございます。

最後になりましたが、満足していただける施設、地域の方に愛される施設は、ご
利用者、ご家族、関係者各位、地域の皆様のご協力無しでは実現できません。
皆様の貴重なご意見に耳を傾け、地域に必要とされる施設づくりを目指してまいり
ますので今後ともご支援、ご協力の程、よろしくお願いいたします。

施設長 髙道 雄治

家族会の皆様、明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。

さて、今年は巳年です。怖いイメージのあるへびですが恩を忘れずに返す動物とも
言われます。また脱皮を繰り返すので「復活・再生」を連想させ、餌を食べなくても
生きながらえる事から「神の使い」として崇められ縁起の良いものとされています。
我々、役員一同も“へび”の縁起にあやかりまして、精一杯努力してまいりますので、
何卒ご理解、ご協力、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、ささゆり作業所の皆様のご健勝を申し上げまして新年のご挨
拶といたします。

家族会会長 金谷 雅弘
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新年あけましておめでとうございます。本年
もよろしくお願いいたします。
1月6日に互礼会を開催しました。互礼会では年
末年始の出来事を発表しあい、話に華が咲きま
した。午後からはチーム対抗モルック大会を開
催しチームのみんなで優勝を目指し頑張りまし
た。優勝は第一作業室班①チームでした。その
後はシュークリームを召し上っていただきまし
た。皆さん元気に通所され、いいスタートが切
れました。

支援員 庄野 達哉

今年も焼き芋イベントを開催しました！！
外から焼き芋の甘い香りが広がっていました。

寒い季節にぴったりの甘くて美味しい安納芋の焼き芋
を召し上がっていただきました。

今回のクリスマス会は2部
制ではなく全班で過ごしま
した。昼食では、オムライ
スやナポリタンサラダ、コー
ンスープがあり、皆さん
「豪華やなぁ( ´艸｀)」
「スープあったかくて美味
しい。」と仰られ喜ばれて
いました。また、お昼から
は強力翔（ごうりきかける）
様をお招きし、手話をしな
がらたくさんの歌を披露し
て頂きご利用者の皆さんも
「手話覚えたよ。」や「楽
しかった。」と大喜びでし
た。

支援員 森本 結


